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一

研
究

の
概

要

川
喜
田
久
太
夫
家

(以
下
、
川
喜

田
家
と
省
略
)

は
、
近
世
中
期

に
は
じ
ま
り
現
在

で
十
九
代
を
数
え
る
、
津
地

方
を
代
表
す
る
商
家

で
あ
る
。
家

の
生
業
と
し
て
、
か

つ
て
は
日
本
橋
に
本
店
を
置
く
木
綿
問
屋
で
あ

っ
た
。
現
在
、

津
市

に
本
店
を
置
く
百
五
銀
行

(創
業
明
治
十

一
年
)

の
創
業
家

で
も
あ
る
。
川
喜

田
家

は
歴
代

の
当
主
が
芸
能
に

親
し
み
、
特
に
茶

の
湯
関
係

の
器
物

・
書
籍
や
文
書
が
多
数
現
存
し
て
お
り
、
現
在
、
石
水
博
物
館

に
保
管
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
久

田
家
や
堀
内
家
を
は
じ
め
表
千
家
と

の
交
流
が
あ
り
、
特
に
両
家
と
は
密
接
な

関
係

に
あ

っ
た
。
本
研
究
で
は
川
喜

田
家

に
伝
来
し
て
き
た
文
書
を
中
心
に
、
三
徳
庵

の
茶
道
学
術
助
成

(奨
励
研
究
)

を

い
た
だ
き
、
川
喜

田
家

の
ご
理
解
と
、

石
水
博
物
館

の
ご
協
力

の
も
と
、
近
世
津
地
方

で
の
川
喜

田
家

に
お
け
る

茶

の
湯
と
、
そ

の
茶

の
湯
文
化
史
上

の
位
置
付
け

・
評
価
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

以
下
、
文
書
研
究
と
そ
の
成
果
に

つ
い
て
報
告
を
行
う
。

二

川
喜

田
家

と
文
書

に

つ
い

て

(
一
)
川
喜

田
家
に

つ
い
て

当
代

で
十
九
代
を
数
え

る
川
喜

田
家
は
、
歴
代

は
表
千
家
堀
内
家

の
茶
を
学
ぶ
家

で
あ

っ
た
。
堀
内
家
と

の
交
渉

は
十
三
代
政
安

(梅
屋
1
7
9
6
年
1

1
8
5
1
年
)
の
時
代

か
ら
十
四
代
政
明

(埴
斎

1
8
2
2
年
i
・1
8
7
9
年
)

の
時
多
く
見
ら
れ
、
堀
内
家
に
は
宗
完
、
宗
幽
親

子
が
あ
り
特
に
宗
幽

(
至
慎
斎

1
8
2
7
年
ー

1
8
9
6
年
)
と

の
交
渉
が
多

い
点
が
指
摘
で
き

る
。
ま
た
近
年
、
そ
の
評
価

の
高
ま
り
を
み
せ
る
半
泥
子
は
久
田
無
適
斎

(1
8
8
4

年
ー

1
9
4
6
年
)
に
師
事
し
茶

の
湯
を
学
ん
だ
。
近
世
の
川
喜

田
家
は
表
千
家

の
茶
を
よ
く
し
た
家
柄

で
あ
る
と

い
え

る
。

近
世
津
地
方

の
茶

の
湯
を
巡
る
状
況
は
、
津
藩
祖

の
藤
堂
高
虎

正
室
が
小
堀
遠
州

の
妹

で
あ

っ
た
点
が
先
ず
あ

る

が
、
遠
州
流

の
影
響
は
川
喜
田
家
や
津
地
方
に
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
。

た
だ
津
藩
御
用
商
人

で
あ

っ
た
呉
服
商

十
二

屋

の
藤
村
庸
軒

の
影
響
は
あ

っ
た
と
み
え
、
高
弟

の
近
藤
柳
花

の
書
状
な
ど
も
残
さ
れ
て

い
る
。
な
お
現
在
、
庸
軒

の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
宗
旦
古
流

(現
家

元
は
高
田
本
山
専
修
寺
住
職
が
務

め
て
い
る
)
が
あ
り
、

そ
の
普
及
に
努
め

て
い
る
。

当
時

の
伊
勢
地
方
に
は
表
千
家
十

一
代
家
元
千
緑

々
斎

(
1
8
3
7
年
1

1
9
1
0
年
)

の
高
弟

で
あ

っ
た
金
森

得
水

(
1
7
8
6
年
ー

1
8
6
5
年
)
が
あ
り
、
当
地
津
に
お
け

る
稽
古
指
導

に
も

コ
　

コへ
　ほ
ぜら　
メ
　
　
　
ヨ

コ

お

繋

籔

難

難

繕

藍

鞍

翫

緒

嫁
肚
麹

難

無

鴛

臨

雛

藷

盆

漁
導
轟

綾
憩

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
久
太
夫
と
は
十
四
代
政
明
(埴
斎
)
の
こ
と
で
、
津

参

蠣

 

懇

状

に
居
を
構
え

る
当
主
も
あ

っ
た
。
書
状

の
宛
名

に
は

「神
都

川
喜

田
久
太
夫
」
や

「勢

娩

州

川
喜
田
久
太
夫
L
と
書
か
れ

云

的
に
は
三
重
県
津
地
方
に
住
し
た
。

{

欝猷

鍛
茶通箱相

京
都
に
は
出
張
所

の
よ
う
な
店
が
あ
り
、
基
本

色
日
記
』
、
②

『
茶
会

日
記
』
、

①
梅
屋

の
茶
会

『
諸
色

目
記
』

表
紙
か
ら
嘉
永

二
年
酉
正
月
以
降

の
、
他
会
記

の
性
格
を
持

つ
。
当
時

の
詳
細
な
茶

の
湯

の
様
子
が
伺
え

る
。
本

会
記

で
貴
重
な
点
は
、
記
載
さ
れ

る
内
容

に
三
重
県
内

(当
時
)

の
茶

の
湯
を
通
じ
た
交
流
が
確
認
で
き
る
点
で
あ

る
。
四
日
市

の
山
中
伝
郎
、
田
丸

(伊
勢
)

の
太
田
角
、
上
田
町
の
松

三
南
上
林
味

卜
、
小
林
清
右
衛
門
、
川
邊

元
郎
、

逢
林
五
郎
な
ど

の
名
前
が
見
ら
れ
る
が
、
今

日
当
地

で
商
家
と
し
て
確
認

で
き

る
も
の
は
な

か

っ
た
。

(
二
)
文
献

研
究
成

果

石
水
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
文
書
を
中
心
に
調
査

し
た
。
な

お
川
喜

田
家

の
文
書

は

『
川
喜

田
家
歴
史
資
料
目
録
』

一
に
既
に
紹
介
さ
れ

る
が
、

そ

の
内
容

に

つ
い
て

の
研
究
は
今
回

の
も

の
も
含
め
更
に
研
究

の
余
地
が
あ

る
と
思
わ
れ

る
。

・
茶
会
記

石
水
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
関
係
資
料
中
、
茶
会
記
に

つ
い
て
は
茶

の
湯
を
含
め

た
芸
能
を
よ
く
し
た
梅
屋

(十
三
代
政
安
)
と
埴
斎

(十
四
代
政
明
)
お
よ
び
半
泥

子

(十
六
代
政
令

1
8
7
8
年
ー

1
9
6
3
年
)
を
中
心
に
資
料
を
挙
げ

る
と
、
①

『
諸

③

『
茶
道
具
使
用
帳
』
、
④
そ

の
他
が
挙
げ
ら
れ
る
。

23



茶
会
記
か
ら
察
す

る
に
、

そ
の
使
用
さ
れ

る
道
具
か
ら
床

の
間

の
掛
物
と

し
て
は
藤
村
庸
軒

の
詩
、
小
堀
遠
州
、

烏
丸
光
廣
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
席
中

に
使

用
さ
れ
る
器
物

の
作
者
に
は
千
家
十
職
を
は
じ
め
千
家
家

元
の
書
付

の
あ

る
も

の
や
、
そ

の
作

に
な
る
も

の
が
用

い
ら
れ

て
い
る
。
当
時
、

こ
れ
ら

の
茶
を
通
じ
た
交
流
が
三
重
県
内

で
行
わ

れ
て
い
た
点
は
千
家
茶
道

の
茶

の
広
が
り
を
み
る
点

で
興
味
深

い
。

②
埴
斎

の
茶
会

『
茶
会

目
記
』

表
紙

に
は

「明
治
土
寅
夏
よ
り
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
明
治
十

一
年
夏
か
ら

の
記
載

で
あ
り
、
十
四
代
久
太
夫

・

埴
斎

の
茶
会
記

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
生
没
年
か
ら
、
晩
年

の
会

記
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
内
容

は
他
会

記
を
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
埴
斎
本
人
が
書

い
た
も

の
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
は
、
客
組
で
特
に
川
喜

田
久

太
夫

は
川
喜

田
埴
斎
と
書
か
れ
登
場
す

る
。
こ
の
中

で
は
、
内
本
横

雨
、
上
田
折
言
、
池
永
眉
翁

(新
之
助
)
、
竹
田
氏
、

谷
む
ら
伊
右
衛
門
、
鹿
嶋
氏
、
若
江
氏
、
中
村
果
翁
、
山
和
氏
、
鹿
嶋
氏
、
井
上
氏
、
廣
屋
佐
之
助
、
梅
置
佐
之
助
、

生
手
氏
、
立
む
ら
不
晴

(雪
之
助
)
、
山
西
宗
五
郎

の
名
前
が
確
認
で
き
る
。

主
に
こ
れ
ら

の
メ
ン
バ
ー
で
茶
事
を
行

い
、
客
と
し

て
招

か
れ
る
な

ど
、
そ

の

コ
ミ

ユ
ニ
テ
ィ
を
確
認
で
き
る
。

使
用
さ
れ
る
道
具
も
千
家

の
道
具
が
中
心
で
、
小
間

の
茶

の
湯
が
多

い
点
が
指
摘
で
き
る
。
本
会

記
中
、
川
喜

田
氏

の
名
前

の
な

い
席

は
当

日
、
席
主

で
あ

っ
た
場
合
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。

③
半
泥
子

の
茶
会

『
茶
道
具
使
用
帳
』

(末
に
翻
刻
を
付
す
)

こ
れ
は
明
治
四
十
三
年
中

の

一
ヶ
年
に
お
け
る
茶
会
記
録
で
あ

る
。
当
時

の
川
喜

田
家
当
主

で
あ

っ
た
久
太
夫

・

半
泥
子

(当
時

三
十
歳
)

の
茶

の
湯
道
具

の
使
用
帳

で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

半
泥
子
の
茶
会
記
録
は
詳

し
く
残

っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
点

で
本
資
料
は
注
目
で
き
る
。
本
書
は

い
わ
ゆ
る
自
会
記

の

性
格
を
持

っ
て
お
り
、
五
回
の
茶
会
記
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
当
時
居
住
し
た
津
に
お
け

る
茶
会

の
記
録
書

で
あ
る
。

な
お
石
水
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
作
品
か
ら

い
く

つ
か
記
載
さ
れ

る
品
名
と
確
認
が

で
き
る
。

回
数
こ
そ
少
な

い
会

記
で
は
あ

る
が
、
使
用
さ
れ
る
道
具

で
は
、
藤
村
庸
軒
、
専
修
寺
圓
祥
大
僧
正

(高
田
本
山

住
職
)
な
ど
地
域

に
関
係

し
た
人
物

の
器
物
が
見

い
だ
せ
る
。
ま
た
、
表
千
家
流

の
茶
道
具
が
多

い
点
が
指
摘

で
き
る
。

こ
の
頃
は
利
休
作

の
竹
花

入

「音
曲
」
(同
館
所
蔵
)
の
使
用
が

「祖
母
上
追
善
茶
湯
」
か
ら
確
認
で
き
た
。
半
泥
子
は
、

若
く
し
て
川
喜

田
家
当
主
と
な

っ
た
た
め
、
そ
の
養
育

に
は
祖

母
の
政

子
が
あ
た

っ
た
。
関
係
す
る
も

の
と
し

て
半

泥
子
に
残
し
た

「政
子
遺
訓
」
(石
水
博
物
館
所
蔵
)
や
、
祖
母
政

の
慰
霊
を
弔
う
た
め
に
立

て
た
紅
梅
堂

(千
歳
山

々

内
)
が
あ
る
。

道
具
組
か
ら

は
千
家
宗
匠

の
器
物
と
朝
鮮
、
高
麗
系
の
茶
碗
、
樂
茶
碗
で
は

】
入
な
ど
が

み
ら
れ
千
家

の
茶
が
垣

間
見
え

る
。
後
年
作
陶
に
取
り
組
ん
だ
半
泥
子
の
背
景
を
伺
う
資
料
と
し

て
興
味
深
い
。
な
お
、
会
記
中
で

「楽
」
、

「並
」
、
「新

口
」
と
と
も
に
番
号
が
付
与
さ
れ
、
そ

の
記
載
が
見
え

る
の
は
川
喜

田
家

に
お
け

る
所
蔵

の
蔵
番
で
あ
る
。

④
そ
の
他

茶
会
記

で
は
京
都

の
三
千
家
を
中
心
と
し
た
茶
会

記
や

=
部
に
鴻
池
家
、
庸
軒
追
善

の
茶
会
記
が
確

認
で
き
る
。

恐
ら
く
梅
屋
時
代

に
入
手
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
梅
屋
本
人
が
出
席

・
同
席
し
た
確
認
を
行
う
こ
と
が
出
来

な
か

っ
た
。

梅
屋
が

入
手
し
た
会

記

の
中

に
は
、

天
保

十

一
年

(
1
8
4

0
年
)

に
裏

千
家

で
催

さ
れ
た

「
就
利
休

居
士

二
百
五
十
年
忌
追
悼

口
切
茶
事
」
な
ど
に

「梅
屋
」

の
押
印
が
確
認
で
き
る
。

後
に
も
述

べ
る
が
、
堀
内
宗
幽
や
金
森
得
水
を
は
じ
め
、
茶
友
と
思
わ
れ
る
人
物
か
ら

の
消
息
な
ど
か
ら
、
会
記

情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
も
あ
る
。

ま
た
、
入
手
し
た
時
期

の
当
主
は
分
か
ら
な

い
が
、
『
茶
会
記
』
と
あ

る
和
本
綴

の

一
冊
に
は
、
そ
の

一
頁
目
に

「文

化
十
四
年
」
と
あ
る
。
本
書

は
1
8
1
7
年

の
記
載
で
、
当
時

の
川
喜

田
家
当
主

で
該
当
人
物
は
お
ら
ず
、
そ

の
会

記
と
は
考
え
に
く

い
。
他
に

『
新
古
茶
湯
紀
』
な
ど
も
あ
る
。

こ
う
し
た
会
記
情
報

は
、
流
派
や
各
人
に
お
け
る
茶

会

の
雰
囲
気
を
伝
え
る
と
共
に
、
茶
風
が
伝
播
し
た
部
分
と
も
み
る
こ
と
が

で
き
興
味
深

い
。
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・
書
状

既
に
述

べ
た
通
り
、
石
水
博
物
館
に
は
堀
内
宗
幽
と

の
交
流
を
示
す
書
状
も
多
く
残
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
千
家

の
茶

の
広
が
り

の

一
端
を
覗
か
せ
る
。

そ
の
書
状
や
、
保
管
さ
れ

る
茶
会

の
筆
跡
か
ら
考
え
る
と
堀
内
宗
幽
、
金
森
得
水

の
も

の
と
も
考
え
ら
れ
。
千
家
に
お
け
る
茶
事
な
ど

の
会
記
を
送

る
な
ど
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。



特
に
、
石
水
博
物
館

に
所
蔵
さ
れ
る

「音
曲
」
(伝
千
利
休
作
)
に
付
属
す
る
巻
子

の
添
状

b。
で
は
三
千
家
家
元

(砥

々

斎
、
玄

々
斎
、

一
指
斎
)

の
も

の
と
、
堀
内
宗
完
宗
幽
連
名
書
状
が
含
ま
れ
る
。

こ
の
巻
子
と
は
別
に
、
堀
内
宗
完
、
宗
幽
親

子
の
書
状
も
保
管
さ
れ
る
。
こ

の
時
期

の
宗
幽
は
極
め
や
鑑
定
を
依

頼
さ
れ
た
場
合
、
本
状

で
は
義
父

・
宗
完

(如
是
斎

1
8
0
7
年
1
i

8
4
0
年
)
に
相
談
す
る
場
合
が
あ

っ
た
が
、

管

見
の
資
料
で
は
家

元
の
砥

々
斎

に
相
談
す

る
場
合

ω
も
あ

っ
た
。

巻
子
中
、
三
千
家
だ
け
で
な
く
藪
内
竹
翁

(
1
7
7
4
年

蕪
購

騰欝

礁羅
翻　　雛

灘
響

鰍蟻

謄
鱗耐撫

　裸

麟
際騰

灘
鷺

、、
i

擁
就
藤
懸
醗
騨
圃凝
嚇
頗斧

錫

を
入
手
し
川
喜

田
家

に
伝
え
た
も

の
と
解

せ
ら
れ

る
。

三

結
び

今
回

の
調
査
か
ら
、
近
世

の
川
喜

田
家
と
京
都
を
中
心
と
し
た
茶
家

と
の
交
流

は
、
特

に
表
千
家

の
場
合
、
堀
内

家
、
金
森
得
水
な
ど
を
通
じ
た
も

の
が
大
き
か

っ
た
事
が
わ
か

っ
た
。

ま
た
川
喜

田
家

は
千
家
十
職
と

の
交
渉
も
あ

り
、
書
状
が
多
数
残
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
は
器
物

の
注
文
や
購

入
を
通
じ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
多
く

の
交
流
を
通
じ
て
も
た
ら
さ

れ
る
多
く

の
茶

の
湯
に
関
係
す

る
情
報
に
培
わ
れ
た
茶

の
湯
形
態

は
、
川
喜
田
家
を
中
心
と
し
て
、
津
地
方

に
お
け
る
茶

の
湯

に
少
な

か
ら
ず
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
半
泥

子
時
代

に
は
久

田
無
適
斎

(
1
8
8
4
年
ー

1
9
4
6
年
)
も
千
歳
山

(津
市
)
に
来
て
お
り

ハ
、
半
泥
子
が
作
陶

し
た
茶
碗
な
ど
に
書
付
を
多
く
行
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
無
適
斎

と
と
も
に
、
表
千
家
千
即
中
斎

(
1
9
0
1
年
1

1
9
7
9
年
)
も
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
、
そ

の
折
、
半
泥
子
の
点
前
に
よ
る
供
応
が
あ

っ
た
。

元
来
、
三
重
県
は
藤
堂
家
を
は
じ
め
、
藤
村
庸
軒
、
三
宅
亡
洋
、
川
上
不
白
な
ど
茶
人
と
関
係
が
深
く
、
ま
た
伊

賀
焼
や
信
楽
焼
な
ど
桃
山
期
以
降
茶

の
湯

で
大
き
く
受
容
さ
れ
る
器
物

の
生
産
地

で
も
あ

っ
た
。

三
井
家
発
祥

の
地
で
あ
る
松
坂
で
は
、
松
坂
商
人
を
中
心
と
し
た
数
寄
者
も
存
在

し
、
表
千
家
砥

々
斎
も
松
坂
に

赴

い
た

こ
と
が
あ
り
、
そ

の
時

の
松
坂
茶
人
ら
と
交
流

の
中

で
画
賛
な
ど
も
書
か
れ
た
。
特

に
禄

々
斎

は
、
本
居
宣

長
と
も
親
交
が
あ
り
、
重
層
的
に
津

・
松
坂
と

の
交
流
を
促

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
下

で
津
地

方
に
お
け
る
川
喜

田
家

の
茶

の
湯
文
化
は
発
展
し
て
い

っ
た
と

い
え
る
。

今
回

の
調
査
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
川
喜

田
家
、
龍
泉
寺
氏
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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〈
資
料

紹
介

〉

半
泥
子
の
自
会
記
で
あ
る

『
茶
道
具
使
用
帳
』

の
表
紙
に
は

「茶
道
具
使
用
帳
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
在
大
黒
庵
と
名

の
あ
る
建
物

は
見
当
た
ら
な

い
。

以
下
に
翻
刻

し
紹
介
す
る
。

と
書

か
れ
、
裏
に
は

「大
黒
庵
」

「明
治
四
十
三
年
十

一
月
十
九
日

観
音
寺
山
荘

二
て

使
用

茶
碗

雲
鶴

箱

ニ
ハ
御
本
狂
言
袴
と
あ
り

紅
葉
御
本

新
高
麗



水
指

建
水

ふ
た
置

茶
入

風 釜 花 軸
呂 生

茶 炭
杓 取

 

香
合

菓
子
器

瀬
戸
末
廣

高
取祥

瑞
写

杢
之
清
作

千
砥
々
斎
好

か
が
の
家
つ
と

元
政
上
人

山
吹
月

短
冊

宗
左
作

鳩
峯

浄
雪

鶴
首

八
十
之
賀

難
波
今
仲
国
清
在
名
来
焼

鬼
面
耳
付

八
犬
糸
取
籠

庸
軒
作
共
筒

銘
か
が
し

黄
瀬
戸

一
閑
作
四
方
盆

祖
母
上
追
善
茶
湯
之
節
使
用
品

釜

名
越
与
二
郎
作

小
阿
弥
陀
堂

水
指

古
瀬
戸

濃
茶
入

古
備
前

棄

宗
哲
作

秋
の
野

茶
碗

七
種

楽

本
阿
弥
空
中

銘
残
月

茶
杓

利
久
作

花
生

音
曲

利
久
作

蓋
置

時
中
焼
糸
巻
形

炭
取

人
犬

糸
取
か
ご

灰
焙
烙

風
呂

十
五
号

二
十
三
号
の
内

五
徳

五
号

火
箸

二
号

環

二
号

火
入

十

一
合

煙
草
盆

一
号

香
煙

七
号

建
水

瀬
戸
八
ツ
橋
手
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明
治
四
十
三
年
十
二
月

一
日
よ
り
使
用
之

釜

一
号富

士
千
本
末

浄
雪
前
作

新

口
一
号

水
指

古
備
前

茶
入

一
号

濃
茶
入

永
楽
善
五
郎

了
全

一
号



茶
碗

十

一
代

楽
吉
左
衛
門

赤

長
寿
楽
舞
図

光
清
下
画

ウ
ス

一
号

全

城
刀朋
八
幡
焼

画
高
麗
写

茶
杓

一
号

専
修
寺
圓
祥
大
僧
正
作

名

月
瀬

一
号

蓋
置

庸
軒
添
書
在
判

二
号

建
水

八
ツ
橋
手

瀬
戸

十
二
月
三
目
晴

釜

二
号

奥
平
了
保

雲
龍
釜

六
十

一
自
作

一
号

水
さ
し

染
付

楽
二
号

宝
来
ノ
字
宗
佐

茶
ワ
ン

楽

一
入
黒

並
二
号

全

ト
ト
ヤ

古
け
免

茶
杓

宗
守
自
作

銘

杖

一
号

袋

山
葉
蔓
鈍
子

甕

千
元
伯
宗
旦

二
号

一
つ
お
く

蓋
置

楽
左
入

二
号

ニ
ツ
入

建
水

砂
張
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十
二
月
九
日
晴
土
風

一
の
三
番

吸
江
斎
好
羽
子
板

釜

大
西
浄
寿

並
二
番

水
さ
し

瀬
戸
金
花
山

並
三

茶
碗

尾
戸
焼

古
萩
う

つ
し

古
二

棄

記
三
作
共
箱

紹
鴎

新
三

吸
江
斎
宗
左

一

茶
杓

寒
菊

古
三

一

蓋
お
き

佐
入
作

並
三

一

茶
わ
ん

一
入
黒
」

(翻
刻
は
原
本

の
表
記
に
従

っ
た
)



〈
参
考

文
献

〉

「随
筆

泥
仏
堂
日
録
」
川
喜

田
半
泥
子
著

講
談
社
文
芸
文
庫

図
O
O
刈
年

「川
喜

田
半
泥
子

無
茶
の
芸
」

早
取

一
郎

・
龍
泉
寺
由
佳

土
ハ著

二
玄
社

悼
O
O
刈
年

「
石
水
博
物
館
名
品
図
録

-
川
喜

田
家
歴
代

コ
レ
ク
シ

ヨ
ン
編

1
」
平
成

器

年

戯
月

酌
○
日
発
刊

「
石
水
博
物
館
名
品
図
録

ー
川
喜

田
半
泥
子
編

-
」
成

悼
ω
年

蔭
月

N
O
目
発
刊

一

『川
喜
田
家
歴
史
資
料
目
録
』
茂
木
陽

一

津
市
教
育
委
員
会
編
纂

N

千
利
休
作

竹
花
入
添
状

(巻
子
)
石
水
博
物
館
所
蔵

「利
休
音
曲
花
入
同
文
添

狂
歌
入
花
筒
ノ
竹

ハ
古
織
作

右
被

一
覧
乃
処
無
紛
之
御
秘

蔵
可
有
之
乃
不
宣

1

9

9
8
年

五
月
仲
旬

不
審
奄

緑

々

(花
押
)

川
喜

田
久
太
夫
様

(
以
下
略
)
」

と
あ
り
、
今

日
庵
千
玄

々
斎
、
官
休
庵
千

一
指
斎
、
燕
庵
藪
内
休

々
斎
、
長
生
庵
堀
内
如
是
斎
お
よ
び
至
慎
斎
連
名
、

古
筆
了
件
、
以
上
六
通
が

一
巻

の
巻

子
に
仕
立

て
ら
れ

て
い
る
。

ω

こ
れ
は

一
入
作
黒
茶
碗
、
歌
銘

「夕
紅
葉
」

(個
人
蔵
)
に
あ
る
添
状

の
中

で
述

べ
ら
れ
る
。

堀
内
宗
幽
極
状

の

内
容

は

「
了
々
斎

の
書
附

の
あ
る

一
入
作

の
黒
茶
碗

は
、
書
附
、
[
入
作
と
も
相
違
な

い
も
の
」
と
し
て
お
り
、
「線

々

斎
と
も
相
談
」
し
た
旨
が
記
さ
れ

て
い
る
。

蔭

半
泥
子
筆

音
曲
図

久

田
宗
也
、
小
西
平
内
賛

石
水
博
物
館
所
蔵
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平
成

二
十
二
年
度
茶
道
文
化
学
術
助
成
研
究
と
し
て
提
出
さ
れ
た
研
究
報

告
書
の
四
件
を
こ
こ
に
纏
め
て
編
集

い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
研
究
報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
資
料

・
図
表
等
は
、
す
べ
て

掲
載
致
し
て
お
り
ま
す
。

公
益
財
団
法
人

三
徳
庵

事
務
局

。
3
(5諌
涼
帽
臓
購
磋
踊
碗
)干

発
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:
平
成
二
十
四
年
六
月
八
日


